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１１２２／／６６（（金金））かかららのの新新ププララネネタタリリウウムム「「オオーーロロララ」」

詳詳ししくくははPP..１１８８～～新新ププロロググララムム紹紹介介をを参参照照くくだだささいい。。

（（写写真真：：中中垣垣 哲哲也也））

大阪市立科学館大阪市立科学館



星空ガイド １２月１６日～１月１５日

※惑星は２０２０年１月１日の位置です。

よいの星空
１２月１６日２２時頃

１月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１２月１６日 ４時頃

１月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１２ １６ 月 ６：５７ １６：４８ ２０：５６ １０：１９ １９.５

２１ 土 ７：００ １６：５０ １：２４ １３：２４ ２４.５

２６ 木 ７：０３ １６：５３ ６：５１ １６：５３ ２９.５

１ １ 水 ７：０４ １６：５７ １１：０６ ２２：３４ ５.９

６ 月 ７：０５ １７：０１ １３：２９ ２：１６ １０.９

１１ 土 ７：０５ １７：０５ １７：３３ ７：１８ １５.９

１５ 水 ７：０４ １７：０９ ２２：０９ １０：１８ １９.９

星空ガイド
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１２月２６日、今年３回目の日食

１月６日（部分日食）、７月３日（南米で皆既日食※日本では見えず）に続いて、今年

３回目となる日食が１２月２６日にあります。東南アジア方面では金環日食となりますが、

大阪では食分０.３７の部分日食です。大阪での欠けはじめは１４：２３、食の最大は

１５：３２で太陽の直径の３７％が欠けます。科学館でも特別観察会を開きますので、

ご都合（と天気）がよろし

ければ、いらしてください

（２３ページを参照）。大

阪で次に見られる日食

は２０２０年 ６ 月 ２１ 日

（夏至）ですが、梅雨真

っ最中。その次は２０３０

年まで飛びます。今回の

日食をお見逃しなく！

※図はステラナビゲータ

１１で作成しました。

１２月２９日、月と金星がならぶ

夕方西空で、月齢４の細い月と金星「よいの

明星」が、やぎ座の中でならびます。細い月

は、まるで女神アルテミスの弓のよう…。狙う先

には美の女神アプロディテ（金星）が…。女神た

ちの美の競演です。

※図はステラナビゲータ１１を元に石坂が作成

しました。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１２ １９ 木 下弦（１４時）

月が最近（３７０２６５㎞）

２２ 日 冬至（太陽黄経２７０°）

２３ 月 こぐま座流星群が極大のころ

２６ 木 ●新月（１４時）

部分日食１４：２２～１６：３２

２８ 土 木星が合

２９ 日 月と金星が接近

月 日 曜 主な天文現象など

１ ２ 木 月が最遠（４０４５８０㎞）

３ 金 上弦（１４時）

４ 土 しぶんぎ座流星群が極大（１６時）

５ 日 地球が近日点通過

６ 月 小寒（太陽黄経２８５°）

１０ 金 水星が外合

１１ 土 ○満月（４時）

半影月食（観察困難）

１４ 火 月が最近（３５４９５８㎞）

土星が合

石坂 千春（科学館学芸員）

星空ガイド
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はやぶさ２の２０１９年

はやぶさ方式の着陸
・ターゲットマーカーを見失
いにくい
・着陸位置の精度はターゲッ
トマーカーの投下精度で決
まる

ピンポイントタッチダウン
・落ちているターゲットマーカー
を上空から見つける必要があ
る
・ターゲットマーカーの投下精
度と関係なく、着陸位置を誘導
できる ⒸＪＡＸＡ

科学館学芸員 飯山 青海

小惑星探査機「はやぶさ２」は、２０１８年６月に小惑星「リュウグウ」に到着し、探査

活動を継続してきました。このページでは、２０１９年に入ってからのはやぶさ２の探査

活動を振り返ります。２０１８年中の探査内容については、うちゅう２０１９年１月号の、

「はやぶさ２の２０１８年」の記事をご覧ください。

ピンポイントタッチダウンの実施へ

はやぶさ２は、当初の計画では、２０１８年のうちに１回目の着陸を行う予定でし

た。しかし、リュウグウには、着陸に適当な平坦で広い場所がないため、着陸を延期し

たまま２０１９年を迎えました。

はやぶさ２には、

着陸の方法として２

種類の方式が想定

されていました。一

つは、初代のはや

ぶさと同じ方式で、

１回の降下でター

ゲットマーカーを投

下してそのままター

ゲットマーカーのそ

ばへ着陸する方法

です。もう一つの方

式 は、先 に 一 度

ターゲットマーカー

の投下だけを行い、

ターゲットマーカー

の周辺の地形を確

認した上で、着陸目標となる地点を狭い範囲に絞り込むピンポイントタッチダウンとい

う方法です。

はやぶさ２では、人工クレーターを作って、その近くへ着陸する、ということも計画さ

れていましたので、目標地点に正確に着陸するピンポイントタッチダウンは、必要な技

術として当初から準備されていました。ですが、「はやぶさ方式」での着陸は、実際に

初代はやぶさで実行された実績があるのに対して、ピンポイントタッチダウンは今回初

はやぶさ２の２０１９年
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１回目の着陸の候補地Ｌ０８‐Ｂ１は広いがター
ゲットマーカーから遠い。 ©ＪＡＸＡ

めて行う方法です。そのため、は

やぶさ２を打ち上げたときの当

初の計画では、リュウグウ到着

後の１回目の着陸は、実績のあ

る「はやぶさ方式」での着陸を予

定していたそうです。

しかし、「はやぶさ方式」では、

ターゲットマーカーを投下する位

置の精度がプラスマイナス５０ｍ

程の範囲にしか絞り込めないた

め、１００ｍ四方程度の平坦な

（着陸しても安全そうな）場所が

必要です。ところが実際にリュウ

グウに到着して着陸の候補地を探してみましたが、１００ｍ四方という範囲で見てみる

と、「その範囲内のどこに降りても安全」と言える場所はありませんでした。そこで、当

初２０１８年の１０月頃に実施する計画だった１回目の着陸を延期し、また着陸の方

法もピンポイントタッチダウンで行うことに変更されました。

着陸目標地点を詳細調査

はやぶさ２は、２０１８年１０月２５日

にリュウグウへの高度１３ｍまで降下

して、ターゲットマーカーを投下してい

ました。この時点では、はやぶさ２の

着陸目標地点としては、Ｌ０８‐Ｂと名

付けられた半径約１０ｍのエリアでし

た。しかし、ターゲットマーカーが落ち

た場所は、Ｌ０８‐Ｂの中心から約１５

ｍ離れた位置でした。

このターゲットマーカーの近くへ着

陸するために、周辺の地形や岩の大

きさが丹念に調べられました。また、

降下時の機体の位置と計画した位

置とのズレを小さくするために、機体

を制御するプログラムを修正したり、リ

ュウグウの形が球から外れているための重力の影響を詳細に検討したりと、精密な誘

導を行うための準備が行われました。そして、最終的な着陸目標地点は、Ｌ０８‐Ｅ１

ターゲットマーカー
はやぶさ２が着陸の目印とするために、小惑星表面
へ落とすボール状の装置です。光をよく反射するよう
に、表面を反射テープ覆ってあるので、ストロボを使
って撮影することで、小惑星上の岩石の中から簡単
に見つけ出すことができます。 ⒸＪＡＸＡ

Ｏ．ＩＩＹＡＭＡ
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着陸を終えて上昇中、高度２５ｍから撮影したリュウ
グウ表面周。囲より黒っぽく写っている領域がある。
©ＪＡＸＡ，東京大，高知大，立教大，名古屋大，
千葉工大，明治大，会津大，産総研

という、幅６ｍしかない狭いエリアに決定されました。

着陸成功！

はやぶさ２の着陸は、２月２２日

に行われました。はやぶさ２は２

月２０日からゆっくりと降下を開

始し、計画通り２月２２日７：２９

に、リュウグウに着陸しました。着

陸の位置精度は、目標地点か

らの誤差１ｍでした。

着陸後の、上昇中に撮影さ

れた写真では、着陸地周辺が、

周囲よりも黒っぽく変色している

様子が写真に収められました。

これは、はやぶさ２が離脱すると

きに噴射したガスにより、表面の

岩石が吹き飛ばされた影響かと

思われますが、吹き飛ばされた

跡が周囲よりも黒っぽいというの

は、意外なことでした。というの

も、リュウグウの岩石は、普通の

岩石と比べてかなり黒っぽい岩

石なのです。ＪＡＸＡから公表される写真では、見やすさのために明るさが調整されて

いてグレーに見えるかもしれませんが、実際は鉛筆の芯に近いほどの黒い岩石なの

です。それよりもさらに黒い岩石が現れるとは、あまり考えられていなかった意外なこ

とでした。

計画の変更

着陸の成功を受けて、この後の探査計画の変更が行われました。当初の計画で

は、２回着陸を行った後、衝突装置を使った人工クレーターの形成実験を行い、そ

の後に人工クレーターの近くへ３回目の着陸を行う、という計画でしたが、先に衝突

装置の運用を行い、その後、可能であれば人工クレーター近くへ着陸を行い、３回目

の着陸はキャンセルする方向になりました。

これは、１回目の着陸で、リュウグウ表面の試料の採取に成功した可能性が高いこ

とと、着陸によってカメラのレンズに汚れが付いたと思われる状況が発生したため、そ

の影響調査が終わるまでは着陸を行わず、先に衝突装置の運用を行うことにした、と

はやぶさ２の２０１９年
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のことでした。

また、リュウグウは、太陽との距離が大きく変化するだ円軌道にあります。２０１９年

の当初は、リュウグウと太陽の距離が遠かったのですが、徐々にリュウグウと太陽の距

離は近づいていき、リュウグウの表面温度が高くなるため、着陸は７月頃までに終わ

らせたい、というタイムリミットも存在していました。

衝突装置の運用

衝突装置は、弾丸を発射して、小惑星表面に人工的にクレーターを作る装置で

す。リュウグウ表面の岩石は、太陽からの熱や紫外線・宇宙線などの影響によって、

もともとの岩石と比べて、変質していることが予想されます。その変質した岩石を弾き

飛ばすことによって、その下にある変質していない岩石を表面に露出させることがで

きれば、そこへ着陸して、変質していない岩石のサンプルを採取しようという計画で

す。

人工クレーターができたかどうかは、弾丸発射前のリュウグウ表面の写真と、弾丸

発射後の表面の写真とを見比べてクレーターを探します。そこで、衝突装置の目標

地点付近の詳細な写真を事前に撮影しておきます。この撮影のための降下が、３月

２１日から２２日にかけて行われました。

本番の衝突装置の運用

は、４月４日から５日にかけて

行われました。衝突装置の弾

丸が発射されるときには、は

やぶさ２は、飛び散った破片

にぶつからないように、安全

な位置に退避しています。し

かし、それでは、弾丸が本当

にリュウグウに当たったか観察

することができないので、衝突

装置の成功を見届けるため

のカメラ（ＤＣＡＭ３）を切り離

し、ＤＣＡＭ３が衝突の瞬間を

捉えます。衝突装置の運用

は成功し、４月５日のうちに、

ＤＣＡＭ３によって捉えられた

画像が公開されました。

さらに、人工クレーターを探

すための降下が４月２４日か

ＤＣＡＭ３が捉えた、衝突装置によりリュウグウ表面から
放出された物質
ⒸＪＡＸＡ，神戸大，高知大，千葉工大，産業医科大

Ｏ．ＩＩＹＡＭＡ

７



ら２５日に実施され、首尾

よく人工クレーターが発見

されました。計画段階の想

定では、人工クレーターの

大きさは直径２～３ｍ程度

の大きさになるかと考えら

れていましたが、実際に発

見された人工クレーターは

直径１０ｍを超える大きさ

で、想定よりもリュウグウの

岩石はもろい性質のもので

あることが示唆されました。

また、人工クレーター周辺は、周囲より黒っぽい色合いに写りました。リュウグウ表面

での変質を受けた岩石の方が色が明るく、変質していない岩石の方が黒っぽい色で

あることがはっきりしました。

２回目の着陸へ

人工クレーターの生成成功を

受けて、人工クレーター周辺へ

の着陸を目指して、周辺の状況

調査などのための降下観測が

行われました。５月１４日から１６

日にかけての降下では、当初

ターゲットマーカーを投下する予

定でしたが、高度計の距離計測

に問題が生じたため、ターゲット

マーカーを投下せず、周辺の写

真撮影のみが行われました。続

いて、５月２８日から３０日にか

けて再度降下を行い、Ｃ０１‐Ｃ

というエリアへのターゲットマー

カーの投下に成功しました。さら

に、６月１１日から１３日にかけ

て、再度Ｃ０１‐Ｃ周辺から人工

クレーターにかけての詳細な写

真撮影が行われました。

人工クレーター周辺の放出物の分布。衝突装置運用
の前後の写真の色合いの違いを色の濃さで表現。色
の濃いところほど、放出物が多く積もったと予想され
る。人工クレーターから画面左上側に放出物が多く放
出されている。
©ＪＡＸＡ，東京大，高知大，立教大，名古屋大，
千葉工大，明治大，会津大，産総研

左）衝突装置運用前の地形 右）衝突装置運用後に発見
された人工クレーター
©ＪＡＸＡ，東京大，高知大，立教大，名古屋大，千葉工大，
明治大，会津大，産総研

はやぶさ２の２０１９年
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また、地形の調査とあわせて、Ｃ０１‐Ｃへの着陸を安全に行うことができるかどうか

の検討も行われました。特に、１回目の着陸で、カメラに汚れが付着したと考えられる

ことについて、そのことによってターゲットマーカーの識別など探査機の誘導に支障が

ないか、２回目の着陸でさらに汚れが

増えてしまった場合でも今後の探査に

支障がないか、などの検討が行われ、

２回目の着陸を行うことが決定されまし

た。

２回目の着陸は、７月１１日から１３

日にかけて行われました。これまでの何

回もの降下の経験を生かして機体の制

御も精密化され、目標地点から誤差わ

ずか６０ｃｍの位置へ着陸を行うことが

できました。

ミネルバＩＩ２の放出

無事に２回の着陸を終えたはやぶさ２には、まだ小型探査ロボットのミネルバＩＩ２が

残されていました。ミネルバＩＩ２は、小惑星表面に着陸して表面の様子を撮影するた

めの小型ロボットですが、内部でのデータ処理に問題が生じていて、撮影したデータ

をはやぶさ２に送信できない状態でした。

そこで、ミネルバＩＩ２の任務を変更し、あえて高い高度からミネルバＩＩ２を切り離し、そ

の落下軌道を観測することで、リュウグウの重力場を詳細に観測することになりまし

た。また、このミネルバＩＩ２の放出前の９月１７日に、リハーサルとして、２つのターゲット

マーカーを切り離してリュウグウを周回させながら投下することが行われました。また、

１０月３日にはミネルバＩＩ２の切り離しが行われました。いずれもリュウグウを周回する

様子が観測され、人類初の小惑星に対する人工衛星となりました。

地球帰還へ

はやぶさ２は２０１９年の１１月から１２月頃に小惑星リュウグウの軌道を離脱し、地

球へ帰還する軌道に移る予定です。地球への帰還は２０２０年の終わりごろ、初代は

やぶさと同じように、オーストラリアのウーメラ地域に帰還カプセルを投下する計画で

す。リュウグウの「黒い石」が一体どんなものなのか、帰還カプセルが無事に地球に戻

ってくることを楽しみに待ちたいと思います。

飯山 青海（いいやま おおみ）科学館学芸員

２回目の着陸の後、上昇中の画像 ©ＪＡＸＡ

Ｏ．ＩＩＹＡＭＡ
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フランスで星を見つけてノーベル賞

図１．ケローさん（左）とマイヨールさん（右）背景
はチリのラ・シラ天文台
ⒸＬ. Ｗｅｉｎｓｔｅｉｎ／Ｃｉｅｌ ｅｔ Ｅｓｐａｃｅ Ｐｈｏｔｏｓ ＣＣ ｂｙ ４,０

今年のノーベル物理学賞は、太陽系外惑星

２０１９年のノーベル賞の受賞者が発表されました。化学賞はリチウム・イオン電池

の３人で、その中に大阪の北野高卒業生の吉野彰さんが選ばれました。スマホにも

入っている身近な電池で、日本人も受賞と親しみやすい要素が満載ですね。

でも、天文担当の私としては、宇宙

分野で２組３人が受賞になったノー

ベル物理学賞に注目なのです。うち

１組は宇宙論の大御所ピーブルズさ

ん。そしてもう１組が特に嬉しくて、ス

イス・ジュネーブ大学のミシェル・マイ

ヨールさん＆ディディエ・ケローさんの

師弟コンビ（図１）でした。発表された

とき「ついに取ったどー！」と興奮しま

したよ。

マイヨールさんたちの受賞理由は、

天体を発見したことです。意外かもし

れませんが、天体を見つけて受賞というのは、１９０１年に始まるノーベル賞の歴史で

も珍しい（注１）ことです。ちなみに、彼らが見つけたのは惑星。それも、太陽と同じタイ

プの恒星を巡る、太陽系外惑星を初めて（注２）発見したのです。これは１９９５年に

発表されセンセーションを巻き起こしました。ＳＦ映画では当たり前のように宇宙人が

住む惑星が登場しますが、実際には発見されていなかったので、太陽系は宇宙では

きわめて特殊な存在ではないかとまで考えられていたところだったのです。

マイヨールさんたちの発見後、惑星発見専用機も開発されました。チリのラ・シラ天

文台のＨＡＲＰＳや、ケプラー宇宙望遠鏡など専用探査機の活躍もあり、２０１９年１１

月現在では４０００以上の太陽系外惑星が発見されています。

受賞の理由として「宇宙における地球の位置づけについての理解を深めるのに貢

献した」とあります。空を見上げれば、惑星だらけという事実を我々は知ったのです。

マイヨールさんたちは太陽系外惑星を、フランスの古い望遠鏡による観測で発見

さて、それまで誰もなせなかった太陽系外惑星の発見。マイヨールさんたちは、い

ったいどうやったのでしょうか？ だいたい惑星はものすごく暗く、とらえることは難しい

わけです。そこでとられたのは、恒星のふらつきを調べるというものでした。

恒星のまわりを惑星がまわっていると、恒星は惑星の引力で引きずられて周期的

天文の話題
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にふりまわされます。たとえば、太陽は

地球の影響で１年周期、木星の影響で

は木星の公転周期にあたる１２年周期

でふりまわされています。ふりまわされ

ると、恒星の光は「ドップラー効果」によ

り、わずかに色が変化します。その変化

をとらえるのです。視線速度法といわれ

ます。

この方法は「たまに観測すればいい」

のですが、マイヨールさんはあえて頻繁

に観測し「常識はずれの」わずか４日間

の周期でペガスス座５１番星という５０

光年彼方の平凡な恒星を公転する惑

星を発見したのです。重さは木星の半

分ほどで土星より重く「木星のようなで

かい惑星は恒星から離れたところにあ

るだろう」という、太陽系しか知らなかった天文学者の常識（というか思い込み）を覆

すことになりました。

ところでマイヨールさんたちが使ったのは、どんな望遠鏡だったのでしょうか。これが

なんと半世紀以上前の１９５８年に設置の口径１９３ｃｍの望遠鏡（図２）です。フラン

スのオート・プロバンス天文台にあるものです。ちなみに同メーカーでスペックも似た

元国立天文台岡山の１８８ｃｍ望遠鏡も佐藤文衛さんらが日本初の太陽系外惑星

発見に使いました。いずれも恒星の高精度の視線速度観測向けの機器を備えてい

ます。

注１：ノーベル物理学賞で個別の天体観測に関連するのは１９７４年ヒューイッシュの

パルサーの発見。１９９３年のハルスらのパルサー連星による重力波の研究。２００２

年のデービスと小柴昌俊の太陽と超新星の宇宙ニュートリノの検出。同年のジャコー

ニの宇宙Ｘ線源の研究。２０１７年のブラックホール合体による重力波観測です。こ

れに２０１１年の超新星観測による宇宙の加速膨張の発見が入れられるかなというと

ころです。あと宇宙背景放射関係を入れても１００年以上の賞の歴史でわずかです。

注２：最初の太陽系外惑星は、通常の恒星でない中性子星パルサーＰＳＲ Ｂ１２５７

＋１２（おとめ座）を回るものとして、１９９２年にポーランドのヴォルシュチャンが発見し

ています。パルサーの規則正しいパルスの規則の異常から発見したものです。

渡部 義弥（科学館学芸員）

図２．マイヨールらが太陽系外惑星の発見に
使ったオート・プロバンス天文台１９３ｃｍ望遠
鏡、岡山の１８８ｃｍ望遠鏡と同じグラブ・パー
ソンズ社製 ⒸMinistère de la Culture

Ｙ．ＷＡＴＡＮＡＢＥ
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リチウムイオン電池って？

図１．ノーベル化学賞発表後、岳川さ
んからもらった吉野彰先生のノーベ
ル化学賞受賞を報道する号外新聞

ついにきたノーベル化学賞受賞

２０１９年１０月９日（水）、残業をしております

と、石坂さんから、「小野さん、ノーベル化学

賞、リチウムイオン電池です。」と教えてもらいま

した。実は、翌日に行われる中之島コロキウム

の準備もあり、バタバタしていたのですが、とりあ

えず、学芸員のツィッタ―には、「吉野先生お

めでとうございます」の一報を入れました。

さて、２０１９年のノーベル化学賞は、リチウム

イオン電池の開発（"ｆｏｒ ｔｈｅ ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ

ｏｆ ｌｉｔｈｉｕｍ‐ｉｏｎ ｂａｔｔｅｒｉｅｓ."）でテキサス大学

オースティン校のＪ.Ｂ.グッドイナフ氏、ニュー

ヨーク州立大学ビンガムトン校のＭ.Ｓ.ウィッティ

ンガム氏、そして旭化成名誉フェローの名城大

学教授で、大阪府吹田市出身の吉野彰氏の３

人が受賞しました。さて、今回のノーベル化学

賞は、これまでの受賞内容に比べるととても分

かりやすく、そして身近に感じられたのではない

でしょうか。きっと大人の人なら、スマートフォン、携帯電話、携帯音楽プレーヤー、デ

ジカメ、ノートパソコン、タブレット、はたまたハイブリッドの自動車や電動式自転車等、

１人１個は、リチウムイオン電池を持っていたり、毎日のように使ったりしているのです

から。今この世からリチウムイオン電池がなくなったら、社会のインフラが成り立たなく

なってしまいます。

リチウムイオン電池のしくみ

今回のニュースで詳しく報道されたから多くの皆さんが、リチウムイオン電池に詳し

くなったと思いますが、まずリチウム電池とリチウムイオン電池は違うものです。

電池ですからどちらも原理的には、同じことが起きています。つまり、負極（アノード）

とよばれるマイナスの電極から電子が飛び出し、陽イオンが液体の電解質中を流

れ、プラスの電極である正極（カソード）に到達します。電子の流れを回路に組み込

むことで、様々な電子機器が動くようになります。これは、どの化学電池でも共通です

が、リチウム電池は、金属元素リチウムそのものを使う、使い切りの電池。リチウムイオ

ン電池は、リチウムが電池の中で金属酸化物に＋１価のイオンとして取り込まれてお

り、そのリチウムイオンが正極側、負極側を行き来する電池で、５００回とか１０００回

とか再充電をして繰り返し使える電池です。

化学のこばなし
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正極 負極 電圧 主な使用場所

リチウム酸コバルト
ＬｉＣｏＯ２

黒鉛 ３.６～３.７Ｖ スマートフォン、ゲーム機
パソコン、デジカメ等

ＬｉＮｉｘＭｎｙＣｏｚＯ２ 黒鉛 ３.６～３.７Ｖ 電動自転車、電気自動車等

表．リチウムイオン電池の一例

１９７０年代ウィッティンガムは、

反応性の高い金属リチウムを負極

材として使う手法を発見しました。

リチウムは電子を放出しやすい

だけでなく、３Ｖ近くの電位を持っ

ており、非常に有望な材料となりま

す。電子の放出のしやすさは、イオ

ン化列で決まります。

Ｌｉ（ａｑ） ＋ ｅ＋ ⇌ Ｌｉ（ｓ） Ｅ
○

＝-３.０４５Ｖ

この式のようにリチウムはとても電子を放出しやすく、新しい電池は電子をチャージ

することもできたのです。しかしながら、この電池は破裂しやすいという欠点がありまし

た。そしてこの破裂の問題を解決したのが、グッドイナフでした。彼は１９８０年に研究

チームで、コバルト酸リチウム、より正しくは、二酸化リチウムコバルト（ＬｉＣｏＯ２）を正極

材として使うことで、従来よりも安定した電池をつくれることを発見しました。

さらに１９８０年代に吉野先生のチームでは、白川英樹先生が開発した導電性ポリ

マー（２０００年ノーベル化学賞）を試したりしながら、さらに複雑な炭素ベースの物質

を電極とすることで、リチウムイオンを内部に閉じ込めながら電池を流す方法を研究

していました。反応としては、

正極：外部の充電電源により、電流の移動にともなって正極の結晶構造からリチウム

イオンが電解液中に抜け出し、負極の炭素結晶層間に入り込む。

Ｌｉ（１-ｘ）ＭＯ２ ＋ ｘＬｉ＋ ＋ ｘｅ- ⇌ ＬｉＭＯ２ Ｍ：金属元素（例：Ｎｉ、Ｍｎ、Ｃｏ）

負極：負極：負極の炭素結晶層間からリチウムイオンが電解液中に抜け出し、正極

の結晶構造に収まることで、外部回路に電流が取り出せる。

ＬｉｘＣ ⇌ Ｃ ＋ ｘＬｉ＋ ＋ ｘｅ-

全体：Ｌｉ（１-ｘ）ＭＯ２ ＋ ＬｉｘＣ ⇌ ＬｉＭＯ２ ＋ Ｃ

エネルギー密度が高く安全に電圧（３～４Ｖ）を取り出せ、しかも充電可能、小型

化もされたリチウムイオン電池。もっとすごいことがあるのですが、とりあえず今回はこ

の辺で。皆さんのお手元にこのうちゅうが届いたころには、ノーベル賞授賞式も無事

終わり、各メディアでもまた盛り上がっていることでしょう。

小野 昌弘（科学館学芸員）

図２．ノートパソコンや、電動工具のリチウムイオ
ン電池

Ｍ．ＯＮＯ
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★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

乾燥する冬は静電気の季節です。ドアノブなどに触るとパチンと音が

して、ビリッと感じたことがある

人も多いと思います。

静電気はどちらかと言えば

嫌われもので、好きな人は少

ないと思いますが、実はおじさ

んは大好きです。夜、セー

ターを脱ぐときは、わざわざ部

屋を暗くしてパチパチ火花を鑑賞します。

さて、嫌われものの静電気ですが、静電気のことを良く知ると静電気

のビリッから逃れる方法だってわかります。今回は、楽しく静電気の性

質を学びましょう。
おおくら ひろし（科学館学芸員）

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。

ジュニア科学クラブ 12ジュニア科学クラブ 12ジジュュニニアア科科学学ククララブブ 1122

ビリッとびっくり静電気！

■１２月のクラブ■

１２月１５日（日） ９：４５ ～ １１：４０ごろ
◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）

９：３０～９：４５の間に来てください

◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」１２月号・筆記用具
手拭き用のタオル（実験教室に必要）

◆内 容： ９：４５～１０：３５ サイエンスショー（全員）
１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号１～７７）
１０：４０～１１：４０ てんじ場たんけん（会員番号７８～１５３）

・途中からは、入れません。ちこくしないように来てください。
・展示場の見学は自由解散です。

前半のプログラム
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アルミのボート

１２・１月の実験教室

どんな実験なの？

アルミホイルで船をつくってみよう。おもり

をのせても水にうかんだままでいられるかな。

どのくらいおもりがのせられるかな？船の形は

どうかな？

家で行うときに準備するもの（クラブ当日は準備します）

アルミホイル、おはじきｏｒビー玉、水が入った洗面器

ためしてみよう

アルミの船の体積を調べてみよう。体積を

大きくするためには、どうすればよいのか、研

究してみよう！たくさんおもりをのせてもうか

んでいられるように船をかいりょうしてみよう。

１２月、１月はこの実験にチャレンジするよ。お楽しみに！

この実験は、トライサイエンスのホームページ

（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔｅａｃｈｅｒｓｔｒｙｓｃｉｅｎｃｅ.ｏｒｇ/ｊａ/ｋｉｄｓ‐ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｓ）

にあるよ。他の実験にもトライしてね！
こうけん

日本ＩＢＭ 社会貢献・ボランティアチーム

後半のプログラム
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リュウグウ出発間近

ミネルバＩＩ２の放出

前号で紹介したように、はやぶさ２に搭載されていたミネルバＩＩ２は、リュウグウの重

力場を詳細に観測するために、１０月３日に切り離されました。切り離された後は、リ

ュウグウの周囲を約１日間かけて、１.２５周ほど周回し、リュウグウ表面に着地しまし

た。リュウグウの周りを周回している間に、はやぶさ２搭載のカメラでその位置を撮影

されただけではなく、はやぶさ２とミネルバＩＩ２の通信ができたことで、はやぶさ２とミネ

ルバＩＩ２との距離が正確に測定でき、ミネルバＩＩ２の軌道をより詳しく知る手掛かりが得

られました。

ミネルバＩＩ２の位置決定では、はやぶさ２は約１０分間隔で撮影を行い、その大量

に撮影された写真の中からミネルバＩＩ２の写っているものを探し出す作業が行われま

した。

ミネルバＩＩ２の名前はラテン語でフクロウを意味するＵＬＵＬＡと名付けられました。９

月１７日に切り離されたターゲットマーカー２個と合せて、小惑星の周囲を周回する

人工天体を３個作ることに成功しました。

ターゲットマーカー分離運用の結果公表

９月１７日に切り離された２個のターゲットマーカーが、リュウグウを周回する様子が

捉えられた写真が公表されました。また、リュウグウを周回した後、最終的にターゲッ

トマーカーがリュウグウに着地した場所も特定されました。この２個のターゲットマー

カーは、ＴＭ‐Ｃと、ＴＭ‐Ｅと呼ばれることになりました。

写真：はやぶさ２搭載カメラ（ＯＮＣ‐Ｗ（広角カメラ）とＯＮＣ‐Ｔ（望遠カメラ）の２台）でとらえ
られた、ミネルバＩＩ２。左の写真は、ＯＮＣ‐Ｗによる写真に、ＯＮＣ‐Ｔの撮影範囲を示したも
の。右の写真は、ＯＮＣ‐Ｔによる写真を重ねたもの。

ⒸＪＡＸＡ、千葉工大、産総研、立教大、東京大、高知大、名古屋大、明治大、会津大

はやぶさ２
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地球帰還へ向けて

はやぶさ２は、リュウグウ近傍で予定されていた大きな探査活動を終えました。この

後も、カメラによる撮影などの探査活動は行われますが、いよいよ地球帰還への準

備に入ります。リュウグウを出発するのは、２０１９年の１１月から１２月と予定されてい

ます。地球帰還は、２０２０年の１１月から１２月頃の予定です。

飯山 青海（科学館学芸員）

ＴＭ‐Ｅの軌道（赤）とＴＭ‐Ｃ（青）
ⒸＪＡＸＡ、千葉工大、産総研、立教大、
東京大、高知大、名古屋大、明治大、
会津大

ＴＭ‐Ｅの着地位置（左写真の赤丸印）とＴＭ‐Ｃの着地位置（右写真の青丸印）
ⒸＪＡＸＡ、千葉工大、産総研、立教大、東京大、高知大、名古屋大、明治大、会津大

Ｏ．ＩＩＹＡＭＡ
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夜空の宝石箱『すばる』

オーロラ

写写真真：：中中垣垣 哲哲也也

冬の夜空を見上げると、小さくきらめく

星の集まりがあります。日本では「すば

る」と呼ばれ、昔から人々に親しまれて

きました。平安時代には、清少納言が

「星はすばる」（星の中ではすばるが一

番美しい）と書いています。

すばるはその見た目から、「ごちゃご

ちゃ星」など地域によって様々な呼び名

がついています。また、季節を知る目印

として用いられ、昔の人は、すばるの位

置を観察することで、種をまく時期など

農耕の季節を知っていました。

すばるは肉眼では６～８個ほどの星を見ることができますが、実際には１００個以上

もの星が集まる星の大集団です。また、生まれて間もない星たちの集まりです。星

も、生まれて、やがて最後のときをむかえる…。星にも一生があるのです。

すばるは、昔から人々に親しまれ、生活に重要な役割を果たしてきました。そし

て、現在の天文学を研究していくうえでも大切な存在となっています。冬の夜空にき

らめく星の集まり「すばる」とはどのような天体なのか、地上から、そして宇宙へ飛び出

してじっくり見ていきましょう。

企画・制作：西岡 里織（学芸員）

世界で一番美しい自然現象と言われる天空の光、オーロ

ラ。それは、地球と宇宙のあいだで起こる現象です。

オーロラが光っているのは、雲よりも飛行機よりも高く、地

上からおよそ１００ｋｍ～４００ｋｍのところです。地上から

１００ｋｍというと、大気は地上にくらべて、およそ１００万分

の１の薄さです。そこは、限りなく宇宙空間に近い世界なの

です。

では、いったい何が光っているのでしょうか。オーロラの元

は、宇宙からふりそそぐプラズマとよばれる電子や陽子（おも

に電子）です。それが地球のまわりにある磁場の影響で、高

緯度地域の上空に飛び込んできます。すると、上空にある�

１２月からのプラネタリウム

１８



ブーメラン、カムバック！

極めて薄い大気中の酸素や窒素が

光るのです。そう、実は光っているの

は地球の大気なのです。

では、オーロラを光らせるもとにな

った電子は、宇宙のどこからやってく

るのでしょうか。オーロラのふるさと、

とも呼べる場所は、一体どこなのでし

ょう。極地で撮影された本物のオーロ

ラ映像とＣＧをおりまぜながら、その

ふしぎな光の正体にせまります。

当館人気のオリジナル番組で、ぜ

ひオーロラの科学とともに、全天にひろがるオーロラをお楽しみください。

企画・制作：西野 藍子（学芸員）

�

ブーメランは、オーストラリアのアボリジニが狩猟に使っていた道具として知られて

いますが、弓矢が発達する以前は世界各地にあったのではないかと考える人もいま

す。黄金のマスクで有名なツタンカーメンの墓からも副葬品として出てきたという話も

あるようです。

ブーメランと言えば、右写真にあるよ

うなくの字に折れ曲がった細長い板状

のもので、投げると投げ手のところに戻

って来るものを思い浮かべます。

しかしブーメランにはいろんな種類が

あって、中にはこん棒の兄貴のようなも

のや、カイリーと言って投げても戻ってこ

ないものもあるようです。

我々が思い浮かべるブーメランは、

飛行機の翼のような形状ですから、飛行機同様、翼に働く揚力をうまく使えば、戻っ

て来るようにできるのかもしれません。実際、飛行機なら旋回飛行は容易です。

しかし、飛行機の翼には補助翼というのがついていて、それを動かすことで、空中

で自由に姿勢を変えることができるので旋回飛行も可能なのです。ところが、もちろん

ブーメランにはそのような機構はありません。どうやって戻ってくるのか、実験で考えて

みましょう。

企画・制作：大倉 宏（学芸員）

写写真真：：中中垣垣 哲哲也也

１２月からのサイエンスショー
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科学館アルバム
今月は１０月のできごとをレポートします。今年１０月７日に大阪市立科学館は開

館３０周年を迎えました。ということで９～１１月の３ヵ月間にわたり、お祝いをかねて

特別イベントをたくさん開催し、多くの来館者の方にお楽しみいただきました。

１０月５日（土）

天体観望会「月と土星を見よう」

１０月５日（土）・６日（日）

学芸員スペシャル「星空ＬＩＶＥ」

当日は朝から快晴！科学館の大型望遠鏡と小

型望遠鏡で、参加者の皆さまに月と土星をバッ

チリご覧いただきました。月のクレーターや土星

の環などをたっぷりお楽しみいただきました。

開館３０周年を記念して学芸員スペシャル特別

編を開催。シンガーソングライターＳＥＴＡさんの美

しい歌声と西岡学芸員の星空解説で、普段とは

一味違うプラネタリウムをお楽しみいただきました。

１０月１０日（木）

中之島科学研究所コロキウム

１０月１９日（土）、２６日（土）

開館３０周年記念 特別サイエンスショー

メンデレーエフが周期表を発表して１５０年となる

今年３月の展示改装では周期表の展示を一新し

ました。この新しい展示も含め、担当の小野昌弘

研究員より、周期表について紹介がありました。

９月に引き続き開館３０周年記念特別サイエンス

ショーを実施しました。１９日は小野学芸員の「炎

のアツい化学」、２６日は上羽学芸員の「どっきり静

電気」。多くの来館者の方にご覧いただきました！

こんなことがありました
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大阪市立科学館
Twitter

大阪市立科学館
Facebook

大阪市立科学館
YOU TUBE

１０月２０日（日）

ジュニア科学クラブ

１０月２２日（火・祝）

国際周期表年２０１９特別展 講演会

前半は大倉学芸員によるサイエンスショーでブー

メランのしくみについて楽しく学び、後半は科学デ

モンストレーターさんの指導で、身近な材料を使

って、ものづくりの工夫を考える実験をしました。

国際周期表年２０１９特別展（１０／５～２７）に関連

し、周期表の講演会を開催。周期表年を取りまとめ

ている玉尾先生、愛媛県総合科学博物館の久松さ

ん、元素検定の桜井先生にご講演いただきました。

１０月２６日（土）

大人の化学クラブ２０１９ 第１回

１０月２７日（日） 開館３０周年記念

スペシャルナイト「満天のオーロラ」

２回にわたって開催する大人の化学クラブ２０１９、

第１回目がありました。小野学芸員の指導のもと、

参加者は金箔をとかし、銀色のクリップに金めっき

をする実験を通して、化学を楽しんでいました。

オーロラ写真家の中垣哲也さんが極地で撮影さ

れたリアルなオーロラ映像と音楽、そして楽しいお

話、西野学芸員によるプラネタリウムの星空解説

などで、多くの参加者に楽しんでいただきました。

日々のできごとはホームページから。いつでもどこでも科学館とつながれます。

こんなことがありました
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科学館行事予定

月 日 曜 行 事
プラネタリウム「夜空の宝石箱『すばる』」（～３／１）
プラネタリウム「オーロラ」（～３／１）
プラネタリウム ファミリータイム

１２ プラネタリウム「学芸員スペシャル」（～２０２０／３／３１の土日祝）
サイエンスショー「ブーメラン、カムバック！」（～３／１）

２６ 木 部分日食観察会
２８ 土 年末年始休館、新年は１／５（日）９：３０に開館します

１ ９ 木 中之島科学研究所コロキウム

プラネタリウムホール開演時刻

平 日
（１２／２４～２７、
１／７～１０を除く）

９：５０ １１：００ １１：５５ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

学習投影 ファミリー 学習投影 オーロラ すばる オーロラ すばる

土日祝日、
１２／２４～２７、
１／７～１０

１０：１０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

ファミリー※ すばる オーロラ ファミリー すばる オーロラ すばる

所要時間：各約４５分間、途中入場不可、各回先着３００席

● すばる：夜空の宝石箱「すばる」 ● オーロラ：オーロラ
● 学習投影：事前予約の学校団体専用（約５０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
★土日祝日は、１７：００から「学芸員スペシャル」を投影します。
☆学習投影以外の各回についても団体が入る場合があります。
★プラネタリウム投影中、静かに観覧いただけない場合はプラネタリウムホールから退出していただきます
（ファミリータイムを除く）。観覧券の返金・交換はできませんのでご了承ください。

※１／１９（日）はジュニア科学クラブのため、１０：１０からの「ファミリータイム」はありません。

２０２０年１月末までの

開催中

インフォメーション
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中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。
■日時：２０２０年１月９日（木） １５：００～１６：４５ ■場所：研修室 ■申込：不要
■参加費：無料 ■テーマ：水運儀象台原寸復元ばなし ■講演者：宮島 一彦 研究員
■概要：９００年あまり前の中国・北宋末、都の開封に建設された水運儀象台は世界初の脱
進装置を持ち、水力で駆動される天体観測器とからくり時計をそなえた天文台兼時計台
です。文献を手掛かりに、１９９７年長野県下諏訪町に原寸復元された顛末をご紹介します。

中之島科学研究所 第１０８回コロキウム

ハンダ付けなどをしてラジオを組み立てます。完成したラジオを使って、電波とはどのようなも
のか実験してみましょう。完成したラジオはお持ち帰りできます。
■日時：２０２０年２月１６日（日） １３：００～１６：３０ ■対象：小学５～６年生（保護者同伴可）
■定員：１６名（応募多数の場合は抽選） ■場所：工作室 ■参加費：無料
■申込締切：２０２０年１月１６日（木）必着
■申込方法：往復ハガキに、参加希望イベント名、住所・氏名（フリガナ）・学校名・年齢（学年）・
電話番号、保護者同伴の有無を記入して、大阪市立科学館「ファミリー電波教室」係へ

■主催：ラジオ研究会 ■共催：大阪市立科学館、アイコム株式会社

ファミリー電波教室

サイエンスショー開演時刻

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００
平日（１２／２４～２７、１／７～１０を除く） 予約団体専用 ○ －
土日祝日、１２／２４～２７、１／７～１０ － ○ ○ ○ ○

所要時間：約３０分間、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー、各回先着約１００名

２０１９年１２月２６日、大阪で部分日食が見られます。日食とは、月が太陽と地球の間を通
過して、太陽が欠けて見える現象です。科学館の望遠鏡などを使って、日食を安全に観察し
ましょう。※天候不良時は、中止します。
■日時：１２月２６日（木） １４：００～１６：００ ■場所：科学館南側広場 ■対象：どなたでも
■定員：なし ■参加費：無料 ■申込：不要（当日会場へお越しください）

部分日食観察会

研修を修了した科学デモンストレーターが、ボランティアで実験ショーを行って
います。テーマと日時はホームページでご確認ください。

インフォメーション
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日本の冬の代表的な気象現象である雪について、どのようにして降るのかを学び、ペットボト
ルの中で雪の結晶を作る実験を行います。気象予報士がお話しします。
■日時：２０２０年２月１日（土） １３：３０～１５：３０ ■場所：工作室 ■参加費：５００円
■定員：３０名（応募多数の場合は抽選） ■対象：小学３年生～中学３年生
■申込締切：２０２０年１月２２日（水）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の
氏名・年齢（学年）を記入して、大阪市立科学館「雪の結晶を作ろう」係へ

■主催：一般社団法人日本気象予報士会関西支部、大阪市立科学館

楽しいお天気講座「雪の結晶を作ろう」

大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／
電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）
休館日：月曜日（休日の場合は翌平日）、年末年始（１２／２８～１／４）
開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場の発券・入場は１６：３０まで）
所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

月のクレーターを見たことはありますか？科学館の大型望遠鏡を使って、その姿を観察して
みましょう。また、日本で「すばる」の名前で知られる星の集団、プレアデス星団を実際の空で
観察してみましょう。※天候不良時は、月やすばる、星座に関するお話をします。
■日時：２０２０年２月１日（土） １８：３０～２０：００ ■場所：屋上他 ■対象：小学１年生以上
■定員：５０名（応募多数の場合は抽選） ■参加費：無料 ■申込締切：１月２１日（火）必着
■申込方法：往復ハガキに、住所・氏名・年齢（学年）・電話番号、一緒に参加希望の方の
氏名と年齢（学年）も記入して、大阪市立科学館「天体観望会２月１日」係へ
※小学生の方は、必ず保護者の方と一緒にお申し込みください。
★友の会会員、ジュニア科学クラブ会員は、友の会事務局への電話で申し込みできます。

天体観望会「月とすばるを見よう」

ご注意 !
１０/１からの往復ハガキ郵便料金改定に伴い、

切手料金不足の場合は配達されないことがあります。ご注意ください。
また、申し込みの往復ハガキは、１イベントにつき１通のみ有効です。

インフォメーション
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科学館の資料が各地でお目見え!

写真１：天文分野之図

大阪市立科学館をはじめとした博物館施設

は、特別展や企画展を実施する時などに、他の

同種の博物館と資料の貸出や借用をすることが

あります。今回、科学館が所蔵する江戸時代の

天文学資料が、他の博物館に出張しますので、こ

こでご紹介します。

■姫路市科学館では…

２０１９年１２月２１日（土）から２０２０年１月１９

日（日）まで、兵庫県にある姫路科学館（姫路市

青山）で、企画展「はりまの星、日本の星」が開催

されます。その展示の一つとして、科学館所蔵の

江戸時代の天文学者・渋川春海が作成した星図

『天文分野之図』（１６７７年、写真１）が展示され

ます。かつて日本で使われていた、中国の星座を

描いた天文図で、普段は科学館４階で常設展示

している資料です。

■広島城では…

２０１９年１２月７日（土）から２０２０年１月２６日（日）まで、広島県にある広島城

（広島市中区）では、企画展「江戸時代の天文学」が開催されます。この展覧会に

は、大阪市立科学館から、家の柱に暦を掛け

て使う「こよみ巻き取り器」（写真２）や、泉州の

望遠鏡職人・岩橋善兵衛の著書『平天儀図

解』など、何と１２点もの資料を出品します。

大阪市立科学館の資料を、他の施設で見る

ことができるのは貴重な機会です。ぜひ姫路、

広島の近くにお住まいの方、また近くにお寄りの

方は、ご覧下さい。

なお、それぞれの展覧会の詳細について

は、当館ではなく、各施設に直接お問い合わせ

をお願いします。

嘉数 次人（科学館学芸員）

コレクション

写真２：こよみ巻き取り器
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友の会 行事予定

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

友の会の例会は、１６日に開催しました。今月のお
話しは、江越学芸員の「宇宙にある謎の暗黒物質」で
した。１１月２４日のスペシャルナイト「巨大加速器ＬＨＣ
で探る宇宙」の予習になるお話しでした。
休憩を挟んだあと、乾さん(Ｎｏ.４１５１)からキログラ

ムの再定義のお話し、飯山学芸員から合宿の報告、
高柴さん(Ｎｏ.２３１９)からＧＡＬＡＸＹ ＣＲＵＩＳＥのｗｅｂ
サイトの紹介、山田さんＮｏ.２７６０から宇宙科学技術
連合会での発表について紹介がありました。参加者は
６４名でした。

友の会例会報告

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

１４ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１５ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

１２
２１ 土

１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

２２ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

１１ 土
１１：００～１６：３０ りろん物理 研修室

１４：００～１６：００ うちゅう☆彡むちゅう 工作室

１２ 日
１４：００～１５：３０ 化学 工作室

１６：００～１７：００ 光のふしぎ 工作室

１
１８ 土

１２：１５～１３：５０ 英語の本の読書会 工作室

１４：００～１６：００ 友の会例会 研修室

１９ 日 １４：００～１６：００ りろん物理（場の理論） 工作室

２６ 日
１０：００～１２：００ 天文学習 工作室

１４：００～１６：３０ 科学実験 工作室

開催日・時間は変更されることがあります。最新情報は友の会ホームページでご確認ください。

友の会

２６



大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

郵便振替：００９５０‐３‐３１６０８２ 加入者名：大阪市立科学館友の会

友の会の例会では、学芸員による「今月のお話」の他、会員同士での科学に関する話題の
発表があり、科学の話題に触れて会員同士の交流を深めるチャンスです。ぜひご参加下さい。
■日時：１２月２１日（土）１４：００～１６：００ ■会場：研修室
■今月のお話：「分子の世界を覗いてみよう」 上羽学芸員
「世界は原子や分子で出来ている」。知識としてみなさんもご存知でしょう。原子、分子は

あまりにも小さく、ひとつひとつを目で見ることはできません。しかし、最新の研究では、実験装
置をつかってそれらを観察することはもちろん、ひとつずつつまんで動かしたりすることもでき
てしまうのです！例会ではそんな研究の最先端の様子をご紹介します。

１２月の例会のご案内

友の会の合宿天体観測会は、１１月２
日（土）から４日（月・振休）の２泊３日で開
催しました。初日の２日（土）は、串本町の
橋杭岩を見学したあと１５時半頃に、潮岬
青少年の家に到着しました。施設のオリエ
ンテーションのあと、夕食の豚汁とハン
バーグの準備をしながら、夕暮れの空に木

星や土
星、半
月を望
遠鏡で
見 ま し
た。金星は低空に雲があって見ることができませんでし
た。夕食後は、自由に天体観測の時間としましたが、雲
が次第に増えてきて、満天の星空とはなりませんでした。
２日目は、例年通りピザを手作りしてお昼ご飯にしまし

た。そして、夕食も毎年恒例のバーベキューです。しかし
空は、雨は降らないものの雲が多く、星は見えない状態で
した。天気予報では、夜中過ぎから晴れそうな予報だっ
たので、夕食後はお風呂に入って早く寝ることにしました。
午前２時頃から起き出して外に出てみると、次第に晴れ
間が広がってきます。３時頃にはほぼ快晴となり、天の川
や黄道光も良く見える満天の空となりました。
３日目は朝食とお部屋の片付けのあと、潮岬青少年の

家を出発し、白浜の京大水族館を見学のあと、とれとれ
市場で昼食をとり、科学館へ戻りました。参加者は３９名
でした。

友の会合宿天体観測会報告

長坂さん（Ｎｏ.９４７８）撮影

友の会
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太陽

新しくリニューアルした展示場で、最初

に出迎えてくれるのが、この太陽の展示で

す。直径３ｍの半球に、巨大な太陽が映

し出されています。これは、プロジェクショ

ンマッピングという技術を用いて、天井から

つるした２台のプロジェクターで投影したも

のです。あたかも本物のような太陽の姿を

見ることができます。実際の太陽の直径は

約１４０万ｋｍですので、展示の太陽は実

際のおよそ５億分の１ということになりま

す。また周りには、同じ縮尺で太陽系の惑星の模型も展示しています。

太陽は私たちの太陽系の中心にある恒星です。巨大なガス球で、その組成はほと

んど水素（質量で約７５％）とヘリウム（約２５％）から成ります。太陽の表面温度は

６,０００度もあります。このように太陽が熱く光り輝いているのは、その中心核で水素か

らヘリウムを生成する核融合反応が生じているからです。太陽の中心核の温度は

１,５００万度にも達しています。中心核で発生したエネルギーは、放射によって対流

層に伝わり、そこから対流で表面の光球に達します。太陽のエネルギーのほとんど

は、可視光線や赤外線として宇宙空間に放出されています。

光球にはところどころ黒点が見られます。ここは強い磁場でエネルギーの輸送が妨

げられて温度が低くなっている部分です。黒点の周囲では、時折フレアと呼ばれる爆

発現象が発生します。大規模なフレアは、磁気嵐など地球環境に影響を及ぼすこと

があります。

展示では、いろいろな波長の光で観測した太陽の姿も表示しています。異なる波

長で観測することで、違う太陽の姿を知ることができます。例えば日本の太陽観測衛

星「ひので」のＸ線望遠鏡は、極端紫外線から軟Ｘ線領域の波長の光を観測してい

ます。これにより、１００万度以下から２,０００万度以上まで，太陽コロナ中で生じるあ

らゆる温度のプラズマを観測することができます。特にフレアが発生すると、温度が急

上昇してＸ線でも明るく輝きます。展示ではフレアが発生した時に太陽がどのような姿

をしているか、いろいろな波長での観測結果を表示しています。

江越 航（科学館学芸員）
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「学芸員の展示場ガイド」では、サイエンスガイドの方といろんな展示を動画で
紹介しています。ホームページからアクセスできますので、ぜひご覧ください！

展示場へ行こう


